
問
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

埼
玉
県
坂
戸
市
と
の

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

避
難
に
関
す
る
応
援
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た

　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
埼
玉
県

坂
戸
市
と
避
難
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
首
都
圏

な
ど
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

情
報
が
遮
断
さ
れ
、
交
通
網
が
寸

断
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た

際
に
、
坂
戸
市
内
に
い
ち
早
く
南

魚
沼
市
出
身
者
の
避
難
支
援
拠
点

を
設
け
、
迅
速
な
避
難
活
動
を
行

う
た
め
の
協
定
で
す
。

　
市
内
出
身
で
、
現
在
、
首
都
圏

な
ど
に
住
む
家
族
な
ど
に
対
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
こ
の
協

定
の
こ
と
を
ご
周
知
く
だ
さ
い
。

大
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
「
坂

戸
市
を
め
ざ
し
て
避
難
す
る
こ

と
」、「
南
魚
沼
市
ま
た
は
坂
戸
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
す
る
こ

と
」
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

南魚沼市

坂戸市

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
２

都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
の

縦
覧

　
市
で
は
、
浦
佐
川
西
地
区
に
お

け
る
都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
素

案
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
関
係
機
関
と
の

協
議
を
経
て
策
定
し
た
変
更
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
１２
月
１２
日
㈫
～
２６
日
㈫

縦
覧
場
所

　
都
市
計
画
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
、
南
魚
沼
地
域
振
興

局�

地
域
整
備
部�
計
画
調
整
課

意
見
書
の
提
出

　

市
民
と
そ
の
利
害
関
係
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自

由
）
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
そ
の
要

旨
を
審
議
の
判
断
資
料
の
１
つ
と

し
て
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
し

ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
概
要

幅
員
変
更
市
野
江
本
町
線

廃
止
路
線
市
野
江
本
町
線
（
一

部
）、
芹
田
北
島
線
（
一
部
）、

浦
佐
茗
荷
沢
線
（
一
部
）、
上

島
前
島
線
（
全
線
）、
本
町
新

町
線
（
全
線
）、
田
町
線
（
全

線
）、
浦
佐
東
西
線
（
全
線
）、

田
町
上
島
線
（
全
線
）

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

「
本
人
通
知
制
度
」
を

ご
存
じ
で
す
か

　
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
、
戸

籍
の
附
票
な
ど
を
第
三
者
に
交
付

し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た

人
に
対
し
、
そ
の
交
付
の
事
実
を

お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
利

益
の
侵
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

住
民
票
な
ど
が
第
三
者
に
交
付
さ

れ
た
事
実
を
知
る
権
利
を
保
障
す

る
も
の
で
す
。
事
前
登
録
を
し
た

人
が
対
象
で
す
。

※�

証
明
書
請
求
者
の
氏
名
・
住
所

な
ど
の
個
人
情
報
は
通
知
さ
れ

ま
せ
ん

事
前
登
録
の
対
象
者

　
市
に
住
民
登
録
か
戸
籍
が
あ
る

人
（
あ
っ
た
人
）

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明

・�

住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含

む
）、
住
民
票
の
記
載
事
項
証

明
書�（
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
）

・�

戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
、
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

（
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
）

事
前
登
録
の
申
請
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
が
あ

る
公
的
身
分
証
明
書
は
１
点
、
顔

写
真
が
な
い
場
合
は
２
点
）

受
付
窓
口

　
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー

問
税
務
課 

資
産
税
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
８

低
未
利
用
土
地
等
確
認
書
の

発
行

　
令
和
２
年
７
月
に
開
始
さ
れ
た

「
低
未
利
用
土
地
の
利
活
用
促
進

に
向
け
た
長
期
譲
渡
所
得
の
１
０

０
万
円
控
除
制
度
」
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
１
月
か
ら
対
象
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
譲
渡
所
得
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
市
が
発
行
す
る
「
低
未

利
用
土
地
等
確
認
書
」
を
添
付
し

て
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

制
度
の
概
要

　
個
人
が
、
令
和
５
年
１
月
１
日

～
令
和
７
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
間

に
、
譲
渡
の
年
の
１
月
１
日
に
所

有
期
間
が
５
年
を
超
え
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
低
未
利
用
土
地
等

の
譲
渡
を
し
た
場
合
、
そ
の
譲
渡

所
得
の
金
額
か
ら
１
０
０
万
円
を

控
除
す
る
特
例
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①�

用
途
地
域
設
定
区
域
内
の
低
未

利
用
土
地
等
の
場
合
は
、
土
地

と
そ
の
上
物
の
取
引
額
が
８
０

０
万
円
以
下

②�

①
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
に

あ
る
低
未
利
用
土
地
等
の
場
合

は
、
土
地
と
そ
の
上
物
の
取
引

額
が
５
０
０
万
円
以
下

※�

譲
渡
後
の
土
地
利
用
形
態
が
、

駐
車
場
や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
、

資
材
置
場
な
ど
の
場
合
は
適
用

対
象
外

注
意
事
項

・�「
低
未
利
用
土
地
等
確
認
書
」

は
、
特
例
措
置
の
控
除
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
確
約
す
る
書
類

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

申
請
か
ら
発
行
ま
で
７
～
１０
日

程
度
か
か
り
ま
す
。
税
務
署
へ

の
確
定
申
告
の
手
続
き
期
限
を

考
慮
し
、
余
裕
を
も
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
低
未
利
用
土
地
」
で
検
索
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
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